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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

と
ん
ど
祭
り
習

日
時
会

日
時

1
月
7
日
（
日
）

10
時
～
12
時

場
所

中
央
公
園

お
正
月
に
使
っ
た
松
飾
り
や
し
め
縄

に
感
謝
を
込
め
て
焚
き
上
げ
る
と
ん
ど

を
10
時
点
火
で
実
施
し
ま
す
。

だ
い
だ
い
等
は
外
し
て
く
だ
さ
い
。

書
初
め
な
ど
の
紙
類
は
燃
や
せ
ま
せ
ん
。

今
年
も
「
ぜ
ん
ざ
い
」
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

同
時
開
催
の
「
じ
て
ん
し
ゃ
」
で
は
、

た
け
う
ま
、
た
こ
あ
げ
、
け
ん
だ
ま
等

の
昔
遊
び
と
自
転
車
安
全
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

清
和
台
地
区
防
災
訓
練

と
ん
ど
祭
り
と
併
催
で
実
施
し
ま
す
。

９
時
頃
、
震
度
６
弱
の
地
震
発
生
の
想

定
、
９
時
30
分
ま
で
に
一
時
避
難
場
所

(

最
寄
り
の
公
園)

に
集
合
の
後
、
避
難

場
所
が
開
設
さ
れ
た
中
央
公
園
に
移
動
。

訓
練
で
は
無
線
交
信
、
簡
易
担
架
作

り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
、
土
の
う
積
み
、
水

消
火
器
操
作
、
可
搬
式
消
火
ポ
ン
プ
操

作
等
を
行
い
ま
す
。

訓
練
に
は
消
防
署
員
が
参
加
し
、
サ

ポ
ー
ト
い
た
だ
き
ま
す
。

年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

い
よ
い
よ
年
末
で
す
。
恒
例
の
年
末

特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

日
時

12
月
27
日
（
水
）
28
日
（
木
）

19
時
～
20
時
30
分

集
合
場
所中

央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

子
ど
も
達
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

清
和
台
地
域
の
防
火
防
犯
を
、
み
ん
な

で
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
茶
菓
、
温
か
い
甘
酒
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
両
日
の
う
ち
１
日
で
も
雨
天

等
中
止
の
時
は
、
29
日
（
金
）
を
予
備

日
と
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
終
え
て

第
1
地
区
か
ら
第
4
地
区
に
お
け
る

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
11
月
12
日
の
午
前
、

午
後
と
11
月
18
日
午
後
、
11
月
19
日
午

後
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、
延
べ
１
６
７
名

に
の
ぼ
り
、
上
期
に
比
べ
、
約
30
名
増

え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
・

要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
処
方
針
も

含
め
、
一
覧
表
に
取
り
ま
と
め
て
配
布

の
予
定
で
す
。

兵
庫
県
自
治
賞

受
賞

武
内

秀
男
さ
ん
（
西
３
）

長
年
、
自
治
会
長
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
会
長
を
歴
任
し
、
地
域
活
動

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

自
治
会
事
務
局

休
館
案
内

12
月
29
日
（
金
）
～
１
月
４
日
（
木
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



♳  １月度 資源回収カレンダー
新聞紙・雑紙・ダンボール・アルミ缶・衣類

回収日

Ａ 西１、西２-１・４・５・６ 4・18日

Ｂ1 西２-２・３・７、西３ 12・26日

Ｂ2 西４、西５ 5・19日

Ｃ 東１、東２-３・４ 8・22日

D 東２-１・２、東３ 13・27日

Ｅ 東４、東５ 6・20日

Ｆ 住宅団地、石道、ライオンズM 12・26日

　※ 市の回収日ではなく、自治会の回収日に

　　 ゴミステーションに出してください

ブロック・地番名

役
員
会
だ
よ
り
（
４
５
４
号
）

開
催

11
月
19
日

［
議
題
報
告
事
項
］

〈
会
議
、
行
事
予
定
〉

・
令
和
５
年
度
下
期
班
長
会
成
立

提
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
へ
の
対
処

・
下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

・
市
防
災
訓
練
（
３
面
参
照
）

・
下
期
自
治
会
費
の
徴
収
、
赤
い
羽
根

募
金
・
歳
末
助
け
合
い
募
金
の
募
集

・
輪
転
印
刷
機
更
新
承
認

・
事
務
局
印
刷
コ
ピ
ー
機

リ
ー
ス
契
約
１
年
延
長

そ
の
間
に
更
新
機
種
検
討

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
10
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、

後
片
付
け
、
議
事
録
作
成

・
自
治
会
費
等
集
金
受
付
の
案
内

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
11
月
号

３
３
２
号
発
行
（
班
長
会
資
料
同
時

配
布
）
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

広
報
掲
示
板
管
理
（
６
ヵ
所
）

（
環
境
部
）

・
四
季
の
小
径
公
園
北
側
の
破
損
し
た

ベ
ン
チ
、
遊
具
修
理
済
み

・
四
季
の
小
径
公
園
西
側
、
公
園
か
ら

の
土
砂
が
住
居
南
側
の
水
路
を
遮
断

し
た
た
め
公
園
緑
地
課
へ
対
応
依
頼

・
南
小
校
門
前
信
号
機
が
街
路
樹
に
よ

り
視
界
不
良
の
た
め
公
園
緑
地
課
へ

連
絡
、
剪
定
済
み

・
秋
季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
実
施

・
資
源
回
収
事
業

10
月
度
実
績

37
・
３
ト
ン
（
前
年
比
92
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
10
月
度
慶
弔
関
係

お
悔
や
み

３
件

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
の
点
検

特
に
異
常
な
し

・
文
化
祭
で
抽
選
会
実
施

（
体
育
部
）

・
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
施

・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
実
施

（
安
全
部
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
10
号
基
排
熱
フ
ァ
ン

故
障
の
た
め
更
新
準
備

・
防
犯
カ
メ
ラ
注
意
喚
起
看
板
作
成

済
み
、
順
次
取
付
予
定

・
西
２
道
路
立
て
看
板
設
置
（
ス
ピ
ー

ド
及
び
飛
び
出
し
注
意
）

・
西
２
道
路
の
凹
凸
補
修
整
備
済
み

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

１
件

東
４
市
道

バ
イ
ク
転
倒
自
損

刑
法
犯
罪

１
件

東
３

自
転
車
バ
ッ
テ
リ
ー

盗
難

（
会
館
運
営
部
）

・
各
自
治
会
館
の
点
検
・
確
認
・
是
正

・
ト
イ
レ
便
座
留
め
金
具
不
具
合

修
理
１
件
、
電
球
交
換
２
件
、

網
戸
修
繕
１
件

・
各
自
治
会
館
の
空
調
切
替
準
備
依
頼

・
各
自
治
会
館
の
消
防
設
備
点
検
依
頼

三
自
治
会
情
報
交
換
会
実
施

12
月
２
日
14
時
か
ら
大
和
自
治
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
草
刈
と
低
木
剪
定
の
委
託
単

価
の
増
額
に
つ
い
て
、
三
自
治
会
連
名

で
要
望
書
を
提
出
す
る
事
が
確
認
さ
れ
、

次
い
で
、
各
自
治
会
か
ら
の
コ
ロ
ナ
前

の
活
動
に
近
付
け
る
方
向
で
の
近
況
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
回

運
営
委
員
会
（
11
月
26
日
）

・
役
員
選
考
委
員
会
立
ち
上
げ

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

２
月
４
日
（
日
）
開
催
予
定

せいわだいにゅ～す 令和５年１２月１０日（２）

新
入
会
員

11
月
度

（
敬
称
略
）

岸
本

裕

西
４

ほ
か

４
名

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り



川
西
市
防
災
訓
練
を
終
え
て

清
和
台
自
主
防
災
会

11
月
26
日
、
川
西
市
が
初
め
て
行

う
、
地
域
と
協
働
の
「
川
西
市
防
災

訓
練
」
が
清
和
台
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。８

時
半
頃
震
度
６
弱
の
地
震
発
生

を
想
定
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
一
時
避

難
場
所
集
合
。
災
害
対
策
本
部
の
指

示
で
南
小
体
育
館
に
避
難
し
、
避
難

所
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

10
時
20
分
か
ら
開
会
式
を
開
催
。

越
田
市
長
か
ら
、
今
回
の
清
和
台
で

の
開
催
経
緯
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

つ
い
で
、
レ
ス
キ
ュ
ー
・
警
察
車

両
に
よ
る
人
命
救
助
や
赤
色
救
助
ヘ

リ
に
よ
る
被
災
者
救
出
搬
送
な
ど
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
は
、
消

火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
起
震

車
体
験
、
警
察
・
消
防
車
両
の
見
学
・

試
乗
な
ど
に
参
加
し
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

天
候
な
ど
を
心
配
し
ま
し
た
が
、

晴
天
に
恵
ま
れ
盛
大
に
開
催
で
き
た

と
川
西
市
担
当
部
署
も
満
足
し
て
い

ま
し
た
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和５年１２月１０日

「
も
ち
つ
き
大
会
」
を
終
え
て

毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会
は
、
12

月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
多
く
の
住
民
の

方
の
来
場
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に

終
え
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
い
た
だ
い
た
福
祉
募

金
は
、
約
１
６
、

０
０
０
円
で
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
は
社
協
に
持

参
し
ま
し
た
。

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

12
月
17
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

内

容

ク
リ
ス
マ
ス
会

参
加
費

１
０
０
円

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

１
月
17
日
（
水
）

13
時
30
分
～

場

所

友
楽
園

内

容

映
画
上
映
会

［
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
殺
人
事
件
］

※
飲
物
は
各
自
お
持
ち
く
だ
さ
い

・
さ
ん
り
ん
し
ゃ

・
認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

12
月
は
、
お
休
み
で
す

※
全
て
の
行
事
に
マ

ス
ク
着
用
で
お
願

い
し
ま
す
。
コ
ロ

ナ
感
染
状
況
に
よ

り
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
終
え
て

体
育
部

11
月
12
日
、
「
き
ず
き
の
森
」

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
曇
り
空
で
あ

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
約
50
名
、

全
員
ケ
ガ
も
な
く
楽
し
い
時
間
を

共
有
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
お
子
さ
ん

の
参
加
が
少
な
か
っ
た

で
す
が
、
来
年
は
お
子

さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
多
く
の
方
が
参
加

で
き
る
ハ
イ
キ
ン
グ
を

企
画
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

秋
季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を

終
え
て

環
境
部

11
月
19
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
例

年
よ
り
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

街
全
体
が
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
清
和
台
の
美
化
推
進
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



せいわだいにゅ～す 令和５年１２月１０日（４）

診察室からⅡ（94） 下肢循環

令
和
５
年
の
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
も
12
月

号
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
５
月
に
コ
ロ
ナ
の
分
類
が
２
類
か
ら
５
類

に
見
直
さ
れ
、
自
治
会
活
動
も
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に

戻
す
目
標
の
も
と
、
各
種
イ
べ
ン
ト
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
共
催
の
「
さ
く
ら
祭
り
」
は
４

月
に
開
催
で
き
、
「
納
涼
祭
」
で
は
夜
店
も
出
店
で

き
ま
し
た
。
「
文
化
祭
」
と
併
せ
３
大
祭
り
を
実
施

し
ま
し
た
。

自
治
会
主
催
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
な
ど
の
行
事
も
実
施
で
き
、
大
勢
の
会
員
に
参

加
い
た
だ
く
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
も
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
清
和
台
「
安
心
・
安
全
・
快
適
」
を
守
る

た
め
の
事
業
、
例
え
ば
青
パ
ト
の
実
施
、
防
犯
カ
メ

ラ
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
安
全
灯
の
点
検
、
公
園
の
除

草
・
清
掃
、
遊
具
等
の
点
検
は
、
昨
年
度
と
同
様
に

計
画
通
り
に
実
施
し
ま
し
た
。

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
で
開
催
の
お
知
ら
せ
、

開
催
概
要
な
ど
清
和
台
の
地
域
情
報
を
お
届
け
し
て

い
る
の
は
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
が
皆
さ
ん
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
来
年
も
編
集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

リンパの流れは、手術などで悪化するこ

がありますが、頻度は少なく、今回は割愛

させていただきます。

足に流れてきた血液は静脈を通って心臓

に帰るのですが、そのためには足の筋肉

（特にふくらはぎ）の収縮と足の静脈弁に

よる逆流防止が不可欠です。そのどちらが

欠けても、浮腫（むく）みにつながります。

また、姿勢も重要で、立位なら120mmHg、

座位なら80mmHgの圧が静脈にかか

り、その結果が浮腫みにつながり

ますが、歩けばその圧は

20mmHgまで下がります。

1日中椅子に座っていたり、膝を

痛めて歩けなくなったり、足の筋

力が落ちて歩行が困難になれば、

足が浮腫んで当然です。心不全、

腎不全、ネフローゼ症候群、甲状腺機能低

下症などで足の浮腫みが出るため、気にさ

れる方が多くおられますが、足の浮腫みの

原因の大半は足の筋力低下、姿勢、静脈弁

逆流です。

足の浮腫みがあるだけで利尿剤を処方す

る先生をよく見かけますが、足の浮腫みは

取れても、脳は脱水になるため、脳梗塞の

リスクは増加します。足の筋力低下や長時

間の座位による浮腫みに、安易に利尿薬を

処方することは危険です。

また、足の筋力は年々低下するので浮腫

みは少しづつ進行します。また、一部の血

圧のお薬でも浮腫みが出現しますが、浮腫

みが軽度なら血圧を優先し、内服を続ける

ことをお勧めします。

足の静脈は中心にある深部静

脈と足の表面にある表在静脈に

分けられます。長時間の立位等

で静脈圧が上昇した状態が続く

と図のよう静脈弁が壊れて、浮

腫みが進行します。表在静脈の

弁が壊れた状態で下肢静脈瘤で

すが、原因は姿勢に加えて遺伝

的素因が重要です。

下肢静脈瘤の治療を心臓血管外科でうけ

ている方を見かけますが、心臓外科の先生

は静脈手術を雑に行うことが多く、静脈専

門医に手術を施行してもらうことをお勧め

します。

次回は足の静脈の血栓のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰
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正常な

静脈弁

壊れた静脈弁

（ 弁不全）


